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は豊かにして複雑︑時として異論や矛盾を孕みながらも︑個々人の営為︑努力を超えて共有される一筋の糸の存在を物語ってくれる︒読者が単に受動的な見物人 だけでなく︑能動的なパートナーとしてこの会話に加わるならば︑いまだ完結に至らぬ色鮮やかなタペストリーを織り上げる作業に貢献できるだろう︒このタペストリーのことを良く知る読者は︑本作を通じて日本のキリスト教に関する視野をさらに広げることができ︑それによって︑良く知るがゆえにともすれば陥りがちな視野狭窄の限界を打ち破ることができるだろう︒外部者 して日本のキリスト教史 研究しようとする者にとっては︑体感 馴染み がらも はっきり特定できない暗黙の了解じみた自身のキ スト教理解に対して︑本作は違和感をもって立ちは かるか し ない︒そのいずれであっても︑本作は生きたキリスト教の歴史と現状について 刺激的な入門書になるだろ ︒　
本作は最近の学際的アプローチにより︑まず近世日本のキリス





















































































ト教の信仰と文学というテーマで締めくくら ている点だ︒このエンディング部分は信仰と文学を一 のジャンルとしてとりあげるばかりか︑まるで礼拝の最終儀式のごとく全巻を一体感で包みこみ︑読者はキリスト教が現代日本人の暮らし 中 い に体現されてい かを垣間見ること できる︒こ 点に き︑あ 人の著者は最も肝心なこととして︑次のよ に述べた︒
︙︙聖なるものを探りあてるには︑それを魂の最も奥まった闇からほとばしり出る光とし とらえること︑そして文学を創造する者は﹁人の内な 生きた混沌﹂に目を凝らし︑それを﹁生きた人間﹂の創造の定式とするべきである︙︙
（
p. 1360 ）
　
この言葉にあるように︑本書は日本のキリスト教について学術
的理解を超え︑きわめて﹁神学的﹂な言辞で読者の心に語りかけてくる︒信仰は理解を求 るとは︑まさにこのことだろう︒ 
（翻訳：朝倉和子
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